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1.複素関数ノ(そ)を z=χ +″ としてノ(そ)=“ (χ,ノ )+Jυ (χ ,ノ)の ように実部と虚部に分ける。ノ(z)=(z一 α)~1の
ときの
“
(χ ,ノ ),υ (χ,′)を具体的に求め、コーシー・リーマンの関係式が成立していることを示せ。ただし、

αは実数とする。

2υ (χ ,グ)=3ノノーン
3の場合に、コーシー・リーマンの関係式を用いて

“
(χ ,グ)を求めよ。

3.次の積分の値を求めよ。積分路 Cは単位円И=1の上半部を反時計回りにまわるものとする。
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4.単位円板上 回≦1で、関数 lsin dの 最大値はどこにあって、どんな値を取るか。
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